
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.62 3.33

Ⅰ.(2) 3.64 3.41

Ⅰ.(3) 3.20 2.91

Ⅱ.(4) 3.13 2.90

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.58 3.16

Ⅱ.(8) 3.68 3.24

Ⅱ.(9) 3.58 3.09

Ⅱ.(10) 3.52 3.19

Ⅱ.(11) 3.35 3.03

Ⅱ.(12) 3.70 3.38

Ⅱ.(13) 3.62 3.33

満足度 Ⅱ.(14) 3.58 3.24

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 47.8% 5.8% 18.8% 21.7% 18.8%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

　授業開始時に、看護学全体の中でのこの分野の位置づけと、こ
の科目の位置づけについて説明し、シラバスに沿って各回の授業
を行った。学生は、全体的に、各授業に積極的に取り組んでおり、
最終的に課題の成果、試験の成績、各授業のリフレクションの内容
からも全員が学習到達目標を達成できていた。
　今年度から開講の科目であるが、学習目標の到達状況、授業ア
ンケートの結果からも難易度は妥当であったと考える。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.58 3.24

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2015年度　後期
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　授業の進め方については概ね問題なく進められたと考える。た
だ、授業時間以外の学修活動の評価が低いので、この点につい
て、到達目標の達成に役立つような時間外の学修活動の工夫をし
ていきたい。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.49 3.21

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.52 3.17

　今までの経験等を踏まえ、グループワークやペアワークをはじめ
として、様々な工夫を盛り込みながら授業するよう心がけてきた。
今回のアンケートでは、その成果が出たと思われ、安堵している。
次年度も引き続き、学生が意欲と関心をもって学修に取り組めるよ
うな授業になるよう努力していきたい。
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